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充
、
栁
澤
壽
昭
、
和
田
明
範
が
昇
殿　

参
拝
の

み
に
参
加
し
ま
し
た
。

〇
令
和
8
年
度
陸
修
偕
行
社
慰
霊
祭

4
月
17
日
、
靖
國
神
社
に
お
い
て
、
陸
修
偕
行

社
慰
霊
祭
が
催
行
さ
れ
ま
し
た
。
柴
田
晃
次
、

正
本
禎
亮
、
和
田
明
範
が
参
加
し
ま
し
た
。

〇
会
員
の
活
動
状
況

＊
振
武
台
陸
上
防
衛
懇
話
会 
振
武
台
記
念
館

等
に
関
す
る
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
と
の
連

絡
業
務
の
処
理
、
戦
没
者
及
び
自
衛
隊
殉
職
者

等
の
慰
霊
顕
彰
、
並
び
に
自
衛
隊
に
対
す
る
必

要
な
協
力
を
行
う
と
と
も
に
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
会
。
振
武
台
・
予

科
士
官
学
校
入
校
の
57
期
か
ら
61
期
生
の
組
織

を
引
き
継
ぎ
、
栁
澤
壽
昭
が
特
別
相
談
役
に
就

任
し
て
い
ま
す
。
3
月
28
日
、
東
部
方
面
総
監

部
幕
僚
長
兼
朝
霞
駐
屯
地
司
令
は
じ
め
総
監
部

幕
僚
副
長
・
部
長
・
官
の
皆
様
に
ご
隣
席
い
た

だ
き
、
振
武
台
合　

同
観
桜
会
を
開
催
。
陸
士

61
期
生
3
名
、
家
族
会
員
4
名
を
含
み
総
勢
40

名
の
宴
席
と
な
り
ま
し
た
。

＊
偕
行
合
唱
団　

前
述
の
振
武
台
合
同
観
桜
会

に
招
聘
さ
れ
、
和
田
明
範
団
長
以
下
、
今
野
茂

雄
、
神
保
明
生
、
正
本
禎
亮
の
ほ
か
、
69
会
以

外
の
団
員
5
名
で「
ふ
る
さ
と
」「
愛
国
行
進
曲
」

「
東
部
方
面
隊
歌
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
会
後

半
で
は
、
和
田
明
範
指
揮
の
軍
歌
演
習
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

2
月
11
日
、
尾
㟢
音
楽
工
房
主
催
の
「
第
22
回

い
ざ
歌
わ
ん
哉
」
が
、
千
川
・
ス
タ
ジ
オ
信
号

空
館
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
野
茂
雄
、
正

本
禎
亮
、
和
田
明
範
が
参
加
、
こ
の
日
に
因
ん

だ
「
紀
元
節
」「
紀
元
二
千
六
百
年
」
を
皮
切

り
に
、声
を
限
り
に
軍
歌
を
歌
っ
て
き
ま
し
た
。

栁
澤
壽
昭
会
長
も
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

＊
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
孫
子
経
営
塾
」

講
演
会
等
を
通
じ
て
人
創
り
に
貢
献
す
る
と
い

う
活
動
目
的
で
、
前
原
清
隆
君
が
塾
長
と
し
て

運
営
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
月
一
回
東

京
都
江
戸
川
区
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
の
会
議
室

で
開
催
し
て
い
る
講
演
会
で
す
。
多
彩
な
講
師

を
招
聘
し
、
20
〜
30
名
の
聴
講
者
を
集
め
て
い

ま
す
。

5
月
9
日
上
野
恩
賜
公
園
に
て
、「
上
野
戦
争

の
戦
跡
を
訪
ね
る
」
現
地
研
修
を
開
催
。
研
修

者
は
12
名
。

＊
一
般
社
団
法
人
「
無
線
従
事
者
養
成
セ
ン

タ
ー
」　
「
航
空
無
線
通
信
士
」
の
資
格
取
得
者

講
習
及
び
資
格
試
験
を
実
施
す
る
機
関
。
森
充

君
が
教
官
に
従
事
し
て
お
り
、
1
月
に
2
週
間

他
の
教
官
3
名
と
資
格
取
得
の
た
め
全
国
か
ら

参
集
さ
れ
た
海
上
自
衛
官
50
名
を
厚
木
基
地
内

で
教
育
を
担
当
。
さ
す
が
自
衛
官
、
受
講
態
度

も
非
常
に
熱
心
で
、
合
格
率
約
35
％
の
国
家
試

験
に
全
員
合
格
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

＊
同
期
生
県
隊
友
会
長
就
任

末
包
昭
彦
君
が
、
4
月
1
日
、
香
川
県
隊
友
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

〇
同
期
生
訃
報

　

ご
逝
去
を
悼
み
謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

・
武
田
能
行
様
（
令
和
7
年
9
月
20
日
）

・
内
田
政
三
様
（
令
和
7
年
11
月
11
日
）

・
有
賀
幸
夫
様
（
令
和
7
年
11
月
29
日
）

青
森
県
偕
行
会

　桜
花
満
開
の
花
見

会
長　

稲
村
孝
司　

陸
自
75

　

青
森
県
偕
行
会
は
、
会
長
が
町
会
長
を
務
め

る
安
原
町
会
児
童
公
園
で
恒
例
の
花
見
を
行
っ

た
。
昨
年
ま
で
は
、
弘
前
市
に
管
理
が
移
転
さ

れ
た
旧
弘
前
偕
行
社
庭
園
・
遑
止
園
で
行
っ
て

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
弘
前
市
教
育
委
員
会

文
化
財
課
へ
の
「
国
の
重
要
文
化
財
で
、
杭
を

打
っ
て
紅
白
幕
を
張
っ
て
花
見
」
を
行
う
こ
と

の
手
続
き
が
、
極
め
て
困
難
と
悟
り
諦
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
会
長
宅
か
ら
約
50

㍍
に
位
置
す
る
児
童
公
園
で
あ
る
。同
公
園
は
、

東
西
約
80
㍍
、
南
北
約
40
㍍
の
広
さ
で
、
樹
齢

40
年
を
超
え
る
桜
の
木
が
15
本
植
え
ら
れ
て
い

る
。
花
見
の
場
所
と
し
て
は
、
準
備
の
容
易
性

と
実
施
の
快
適
さ
か
ら
抜
群
の
場
所
で
あ
る
。

　

い
よ
い
よ
花
見
で
あ
る
。
4
月
中
旬
に
入
り

弘
前
公
園
の
桜
が
史
上
二
番
目
の
早
さ
で
開
花

し
、
16
日
に
は
満
開
を
迎
え
た
。
児
童
公
園
の

桜
も
同
じ
状
況
で
19
日
の
日
曜
日
に
開
催
す
る

こ
と
と
し
た
。
前
日
18
日
は
、
長
野
で
震
度
5

の
地
震
が
相
次
ぎ
、
生
憎
の
降
雨
と
な
っ
た
も

の
の
、
幸
い
な
こ
と
に
当
日
は
快
晴
と
な
り
気

温
18
度
で
絶
好
の
花
見
日
和
と
な
っ
た
。
8
時

か
ら
青
森
駐
屯
地
か
ら
駆
け
付
け
て
く
れ
た
息

子
と
紅
白
幕
を
張
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
場
の
ダ
ス

ト
舗
装
の
上
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
ご
ざ
を
敷
き

会
場
を
準
備
し
た
。
特
に
紅
白
幕
は
公
園
設
置

の
ベ
ン
チ
に
ポ
ー
ル
を
立
て
、
こ
れ
ま
で
で
一

番
良
く
張
れ
た
。
9
時
ま
で
に
は
準
備
が
完
了

し
青
森
市
か
ら
列
車
で
参
加
す
る
敦
賀
会
員
を

弘
前
駅
に
迎
え
る
事
が
で
き
た
。

　

定
刻
の
11
時
ま
で
に
参
加
者
10
人
が
揃
い
、

先
ず
「
青
森
県
偕
行
会
」
の
横
幕
と
「
会
旗
」

を
バ
ッ
ク
に
集
合
写
真
を
撮
っ
た
。
花
見
の
宴

は
、
三
上
会
員
差
し
入
れ
の
タ
ラ
の
芽
紹
介
と

乾
杯
の
発
声
で
始
ま
っ
た
。
満
開
の
染
井
吉
野

の
桜
花
は
開
始
前
に
ゴ
ザ
の
上
に
花
び
ら
を
散

ら
せ
、
開
始
後
に
は
少
し
の
風
で
花
吹
雪
と
な

り
コ
ッ
プ
に
は
花
び
ら
が
舞
い
降
り
た
。
飲
み

物
は
主
に
ビ
ー
ル
と
工
藤
武
重
防
衛
協
会
長
か

ら
の
青
森
市
の
銘
酒
「
田
酒
」
と
、
隊
友
会
中

弘
支
部
長
で
も
あ
る
上
月
会
員
か
ら
の
弘
前
市

の
銘
酒
「
花
吹
雪
」
と
準
備
し
た
地
酒
、
花
見

折
詰
は
近
く
の
イ
オ
ン
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
。

宴
の
途
中
で
は
阪
神
淡
路
大
震
災
及
び
東
日
本

大
震
災
で
、
陣
頭
指
揮
を
執
っ
た
岩
手
大
学
地

域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
元
教
授
越
野
会
員
の
体

験
談
が
あ
っ
た
。
同
会
員
は
第
13
師
団
司
令
部

第
3
部
長
を
務
め
、
平
成
18
年
に
自
衛
隊
定
年

後
は
、
岩
手
県
防
災
危
機
管
理
監
と
し
て
入
庁
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し
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
先
ず
災
害
派
遣
部

隊
と
な
っ
た
第
9
師
団
司
令
部
を
県
庁
内
に
設

け
て
「
で
き
る
だ
け
早
く
、
一
人
で
も
多
く
を

助
け
る
」
人
命
救
助
に
対
処
し
た
。
折
し
も
6

月
に
予
定
す
る
隊
友
会
支
部
総
会
で
演
題
「
二

つ
の
大
震
災
か
ら
学
ぶ
」
の
防
衛
講
話
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
の
関
心
も
高
く
大
変
盛

り
上
が
っ
た
話
題
と
な
っ
た
。

　

宴
は
終
了
予
定
の
午
後
1
時
に
な
っ
て
も
収

ま
ら
ず
、
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の
、

日
本
一
と
言
わ
れ
る
弘
前
公
園
で
の
部
隊
O
B

会
の
花
見
を
控
え
て
い
る
北
畠
、
櫻
庭
、
中
村

会
員
が
居
り
、
和
や
か
な
中
で
片
付
け
に
入
っ

た
。

　

今
年
の
会
員
参
加
者
は
、
青
森
市
か
ら
1
名

の
み
で
、
津
軽
地
方
の
9
名
、
計
10
名
と
な
り
、

2
時
間
半
に
及
ん
だ
花
見
は
、
秋
の
総
会
で
の

再
会
を
期
し
て
児
童
公
園
を
後
に
し
た
。

　

な
お
、弘
前
駐
屯
地
創
立
58
周
年
記
念
日
は
、

一
週
間
遅
れ
て
26
日
の
日
曜
日
に
予
定
さ
れ
、

多
く
の
市
民
が
訪
れ
、
観
閲
行
進
や
模
擬
演
習

を
楽
し
み
、
津
軽
地
方
の
銘
酒
に
囲
ま
れ
た
記

念
会
食
が
待
っ
て
い
る
。
本
記
事
を
書
い
て
い

た
20
日
夕
方
、
青
森
県
で
も
震
度
5
、
津
波
警

報
、
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情
報
が

発
表
さ
れ
た
。

岡
山
県
偕
行
会

　令
和
8
年
度
定
期
総
会

　

岡
山
県
偕
行
会
は
、
去
る
5
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
、
岡
山
地
方
協
力
本
部
会
議
室

等
に
お
い
て
次
に
よ
り
、総
会
等
を
開
催
し
た
。

1
　
定
期
総
会

　

参
加
者
は
、
元
自
衛
官
7
名
で
、
午
前
10
時
、

開
会
の
辞
に
続
き
国
旗
に
敬
礼
・
国
歌
斉
唱
、

続
い
て
陸
自
75
期
角
南
会
長
が
開
会
の
挨
拶
を

行
い
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
案
は
、
令
和
7
年
度
事
業
実
績
報
告
、
同

収
支
決
算
報
告
、
監
査
結
果
報
告
が
承
認
さ
れ

た
後
、
令
和
8
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
計

画
に
つ
い
て
審
議
し
、滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

特
に
、
令
和
7
年
度
事
業
実
績
報
告
で
は
、

事
業
推
進
施
策
と
し
て
「
忠
魂
碑
等
の
現
況
調

査
の
継
続
」
を
図
り
、「
吉
備
の
国
巡
礼
ウ
ォ
ー

ク
」
に
参
加
し
、
8
か
所
の
忠
魂
碑
の
現
況
を

把
握
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施
を
し
て
い
る
「
近

現
代
史
・
思
想
の
調
査
及
び
研
究
」
の
第
3
回

の
催
し
と
し
て
、
令
和
7
年
12
月
浅
口
市
金
光

町
に
お
い
て
、
昭
和
5
年
11
月
広
島
県
福
山
市

か
ら
岡
山
市
一
帯
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
陸
軍

特
別
大
演
習
を
実
地
に
研
修
し
、
昭
和
天
皇
陛

下
が
現
在
の
浅
口
市
金
光
町
に
お
い
て
本
演
習

を
統
監
さ
れ
た
史
実
を
本
陸
軍
特
別
演
習
・
史

跡
等
を
長
年
調
査
研
究
し
て
い
る
前
川
会
員
の

企
画
に
よ
り
八
重
山
地
区
に
お
い
て
研
修
し
理

解
を
深
め
た
。

　

令
和
8
年
度
事
業
計
画
で
は
、
方
針
と
し
て

「
世
代
交
代
に
よ
る
内
部
態
勢
の
充
実
を
図
り

つ
つ
、
偕
行
社
設
立
の
根
本
精
神
「
英
霊
に
敬

意
を
」「
日
本
に
誇
り
を
」
を
継
承
し
、
戦
没
者

の
慰
霊
顕
彰
及
び
陸
上
自
衛
隊
へ
の
支
援
を
主

体
に
事
業
を
推
進
」
し
、
ま
た
「
近
現
代
史
・

思
想
の
調
査
及
び
研
究
を
実
施
す
る
」
事
を
重

点
に
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
全
員

の
賛
同
を
得
た
。

2
　
講
演
会
並
び
に
情
報
交
換
会

　

そ
の
後
、
場
所
を
移
し
て
、
昨
年
度
同
様
に

岡
山
県
隊
友
会
と
の
共
催
行
事
と
し
て
、
11
時

30
分
か
ら
約
1
時
間
、
陸
上
自
衛
隊
第
13
旅
団

長　

橋
爪
陸
将
補
に
よ
る
「
我
が
国
を
取
り
巻

く
情
勢
と
日
本
の
安
全
保
障
」
と
題
し
た
防
衛

講
話
を
拝
聴
し
た
。

　

橋
爪
良
友
陸
将
補
は
、
歴
史
的
に
変
遷
を
重

ね
て
き
た
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
日
本
な
ど
の
安
全
保
障

に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
の
変
化
、
ま
た
自

衛
隊
の
防
衛
に
関
す
る
国
際
情
勢
に
伴
う
進
化

に
関
す
る
話
を
わ
か
り
や
す
く
聞
く
こ
と
が
出

来
て
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
13
時
15
分
か
ら
情
報
交
換
会
を
実

施
し
た
が
、
岡
山
県
隊
友
会
と
共
催
の
た
め
旧

知
の
Ｏ
Ｂ
と
も
再
会
し
て
現
況
を
交
換
し
合
う

な
ど
、
相
互
理
解
を
深
め
た
。

　

約
2
時
間
の
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
、
名
残
惜
し
か
っ
た
が
来
年
の
再
会

を
約
し
て
散
会
と
な
っ
た
。

（
広
報
担
当
理
事 

陸
自
81
期 

綱
島
俊
昭
）
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